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■７月の自立支援協議会報告 
 
＊療育支援部会 ４日（火） 

１）スキルアップ研修 

  発達障がいのある方に寄り添う類似体験プログラムと支援の方法 

  長野県発達障がい情報・支援センター 副センター長 宮内かつら先生 

 
＊就労支援部会 １１日（火） 

１）第１回 就業中等の当事者との座談会 

 

＊運営委員会 ２０日（木） 

１）オアシスの在り方について 

 

＊医療的ケア部会 ２４日（月） 

１）医療的ケア児等コーディネーターの役割について 

グループワークにて意見交換 

２）研修について 

 
＊人材育成委員会 ２８日（金） 

１）４月からのオアシスの体制と業務分担の検討の方向性について 

２）諏訪圏域の相談支援体制整備に向けた検討の方法について 
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令和 5年度 

♣ サンスポート駒ヶ根 Ⅱ期スポーツ教室 

 サッカー教室 in 上伊那/下伊那 

～初心者から経験者までサッカーを楽しみたい方みんな集まれ！～ 

 

【種 目】 in 上伊那 

【対象者】 障害のある方（小学生以上） 

【時 間】 10：00～11：30 

【定 員】 15 名（新規優先） 

【日 程】 （土曜日）9 月 16 日・23 日・30 日  

１０月２１日（予備日：９月２８日） 

【会 場】 長野県看護大学グラウンド（雨天時中止）（住所：駒ヶ根市赤穂 1694） 

 ＊9 月 23 日は、松本山雅 FC にご協力いただきます。 

 

【種 目】 in 下伊那 

【対象者】 障害のある方（小学生以上） 

【時 間】 13：00～15：00 

【定 員】 10 名（新規優先） 

【日 程】 （日曜日）8 月 27 日 

 9 月 3 日・10 日（予備日：9 月 17 日） 

【会 場】 喬木村多機能型施設「みんなの広場 アスボ」アスボコート 

 長野県下伊那郡喬木村 6695－1 

 ＊たかぎスポーツクラブ（8 月 27 日、9月 10日） 

 ・松本山雅 FC（9 月 3日）にご協力いただきます。 

 in 上伊那：2023 年 7月 17 日（月祝）～8 月 31 日（木） 

 in 下伊那：2023 年 7月 17 日（月祝）～8 月 17 日（木） 

【募集方法】下記の方法でお申し込み下さい。 

 ①電話②郵送③FAX④E メール⑤サンスポート駒ヶ根受付まで持参。 

 ＊②、③、④について、事務所まで届いていない申込用紙は受付ていないものとします。 

 

障がい者スポーツ支援センター駒ケ根「サンスポート駒ヶ根」   【担当 加藤／吉田】 

電話・FAX：０２６５－８２－２９０１ E-mail：ks2sport@mx2.avis.ne.jp 
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◼ リレーずいそう 第 121 回 

こんにちは 

ウイズ・ユー茅野中沖児童相談員の小西と申します。

2 年前大阪から茅野に移住しました。よろしくお願い

します。今回は私の 66年間の人生を振り返って、野

球と私 ―「感謝」と「ひとこと」― をテーマに筆

を進めて参りたいと思います。 

 野球は小学４年生から大学1回生まで現役として、

それ以降は 40 年以上退職するまで指導者として携

わってきました。大好きな野球に半世紀以上関われた

ことに感謝と共に自信ができたと思います。 

ありがたいことに身体能力はそこそこだったので野球についてはそれなりの結果を出すことがで

きましたが、プロになる程の技量はないので、中学校３年時、体育の教師になって監督になること

を目標にしました。しかしながら目標達成にはたくさんのハードルがありました。一番のネックは

勉強ができないことです。そこで進路指導の懇談で担任のひとことが「受験まで寝るな、あきらめ

たら終わりや」です。その無茶なことばで高校受験をクリアできたと思います。大学は浪人しまし

たが地方の体育学部のある私学に入学するこができ、目標の入り口まで到達することができました。

家はあまり裕福でなかったので親は経済的にたいへんだったと思います。感謝です。大学１回生の

時に故障もあり現役から離れ、講義以外はアルバイト中心の生活となりました。教師になる目標が

薄れかけていた頃、バイト先の社長さんが「小西さん絶対先生になってください。あなたの笑顔が

いい。」のお言葉をいただき、そのひとことにあらためて教師になる意欲が増しました。おかげさま

で 2 年間の非常勤講師を経て教員採用試験に合格することができ、野球部監督を３５年間途切れる

ことなく続けることができました。 

 例に挙げた２人の言葉だけでなく、生きるエネルギーを様々な方から頂き現在に至っております。

貰うだけでなく心に残る言葉を発信出来ればと思います。 

 

 次回は相談事業所「ポケット」小久保隆夫さんです。よろしくお願いします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

   リレー随想は、地域のネットワークづくりのために皆さんに御協力いただいています。 前の方から

お声が掛かりましたらぜひお引き受けいただき、20 日までに 原稿（内容・字数等 お任せします）を

オアシス山岸までお送りください。そして 次の方にお願いをしていただければと思います。 
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わたしのニュース 

～温泉前のオアシス事務室からレポートしています～ 

 

オアシスでは近年、児童養護施設「つつじが丘学園」の入所

者の地域移行に向けた支援が増加しています。退所後すぐの

ひとり暮らしが不安な方や、一般の会社でフルタイムで働く

ことは難しいと感じる方など、施設入所中から精神科通院を

している方については、障害者手帳を取得し退所時に障害福

祉サービスの利用を希望するケースが増えています。 

中学校在学時より不登校状態にあった方は、通信制高校へ進

学するケースが多く、学生時代に毎日どこかへ通うという経験がなかったり、学校から卒業後の進

路の支援を受けづらい傾向が強く、施設退所を目前に控えた高校 3 年生の夏以降に日中活動先やグ

ループホームなどのサービス事業所の見学や体験がスタートし、施設から地域生活にむけた準備を

十分に行うことができない状況がありました。 

そんな中今年度より、前もって情報を正しく知り、退所後の生活について検討し、段階的に準備す

ることができるように、精神科通院をしている高校生を対象に「地域生活勉強会」を開催しました。

オアシスの相談員が 6 月の土曜日の午後に学園を訪問し、「障害について」や「住まいのこと」「お

金のこと」などカテゴリーに分け障害福祉サービスや様々な社会保障の制度や支援の説明を行いま

した。当日は高校生 9名、職員 9 名の計 18名の方々に参加して頂き、説明のあともたくさんの質

問や相談が寄せられました。 

 今後も児童養護施設との連携支援を強化し、児童養護施設入

所している障がいのある方が安心して地域生活をスタートし、

ご本人の望む生活を送ることができるよう支援体制を整えて

いきたいと思います。 

 

 

 

 

 

 

■８月の日程（自立支援協議会、オアシス） 
８月 １０日（木）１３：３０ 地域生活支援部会 
８月 １７日（木） ９：３０ 行政連絡会 
８月 ２４日（木）１０：００ 相談支援部会 
 

このオアシス通信は就労移行支援事業所ＳＡＫＵＲＡ岡谷センターの利用者様が研修の一環として作成しています  

     


